
【令和5年度】

単位 活動量
温室効果ガス排出量
(単位：t-CO2）

割合

ガソリン ℓ 40,040 92 1.79%

軽油 ℓ 11,060 28 0.54%

灯油 ℓ 225,243 560 10.87%

Ａ重油 ℓ 4,546 12 0.23%

ＬＰＧ ㎥ 40,779 122 2.37%

kwh 9,750,331 4,337 84.20%

5,151 100%

※端数処理により他報告等と数値に差異がでます。

【基準年との温室効果ガス排出量比較】 (単位：t-CO2)

令和４年度
平成30年度
（基準年度）

対基準年
増減率

92 136 -32.4%

28 39 -28.2%

560 807 -30.6%

12 21 -42.9%

122 152 -19.7%

4,337 5,722 -24.2%

5,151 6,877 -25.1%

電気

合計

◇温室効果ガス排出量が基準年と比べ大幅に減少している要因は、新型コロナウイルス感染症感
染拡大による活動量の減少と、電気に係る排出係数に伴う減少だと考えられる。
◇令和5年度の結果にとらわれず、引き続き、地球温暖化対策の推進を図る。
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Ａ重油

ＬＰＧ

令和5年度　伊予市事務事業に伴う温室効果ガス排出量

　伊予市では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、令和３年度から令和７年度の５年
間を計画期間とする「第４次伊予市地球温暖化対策実行計画」を策定し、地球温暖化対策の推進を
図っています。「実行計画」に基づき事務事業から生じる温室効果ガスの排出量を毎年公表します。
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